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　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 校長　 田向　 惠郎 

 

　 この言葉は，千利休の訓をまとめた『利休道歌』にある「規矩作法（きくさほう） 

守りつくして破るとも離るるとても本を忘るな」からきているとされています。   

 守（しゅ）・・・先人の教えを忠実に学び，その後の土台となる基礎基本を固める。 

 破（は） ・・・経験や研究を重ね，基礎基本を守りつつも改善・応用を加える。 

 離（り） ・・・経験や研究の集大成として，自己流を作り上げる。

　この言葉は，もともとは茶道や武道で用いられていましたが，その後，学ぶ場ならど

こでも，汎用的に使われるようになったようです。 

　私が，この言葉を初めて知ったのは，20年以上前に，喜界島の小学校に勤務してい

た時です。１学期末，当時の教頭先生に通知表を確認して頂いた際に，１学期の取組に
対する労いと共に，この言葉が添えられていました。当時は，初めての複式学級の担任，
研究公開と目の前の課題に追われ，日々の業務を遂行するだけで目一杯でした。当然，

様々な仕事を長期的に見る目を持っていませんでした。そんな時に，教頭先生から労っ
て頂けたことも嬉しかったのですが，この言葉で，これまで取り組んできた複式指導や
その他の業務を長期的な視点で見ることができました。そして，その後の教科指導や業
務等においては，短期的な目標と長期的な目標を立てるようにしました。その目標に近

づくことで，仕事に楽しさが感じられるようになってきました。赴任当初，大変に思っ

ていた複式指導でしたが，転勤の際は，また複式学級の担任がしたいと思うようになり

ました。 

　この言葉は，今も生かされています。赴任１年目は，前任者が実践してきたことを実

直に実践するようにしています。そうすることで，前任者が実践してきた活動の意義を
実感することができます。「守（しゅ）」です。そして，２年目に，工夫や改善を加え

るようにしてきました。「破（は）」です。本校においても，本年度，運動会への中高
生の参加や米作り活動への機械の導入などを行なってきました。「大川・阿久根をより

好きになる人づくり」として，子供たちの母校や地域への思いを，小学校卒業後も持ち

続けてほしいと考えたからです。 

　教育に携わる仕事に就いて30年を超えた今，「守破離」という言葉は，仕事に対する

見方・考え方を変えた言葉であると振り返っています。私自身，教師という仕事におい

て，「離（り）」の境地に達するにはまだまだですが，これからも基本に忠実に，様々

な工夫や改善を行っていきたいと思っています。 

　　

守 破 離



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 1 月 18 日 (日 )，八人衆の皆さんと尻

無地区の皆さんが，学校田の手入れを

してくださいました。田んぼに覆い被

さっていた木の枝を切ってくださり，

すっかり日当たりのよくなった学校

田。来年度もたく  

さんのお米ができ  

そうです。ありが  

とうございました。  

 
2月下旬～3月上旬の主な行事（予定） 

 

 1 月 13 日（火）～19 日（月）は，学校

給食週間でした。栄養教諭による栄養指

導や，親子給食（6年生）を行いました。栄

養指導では，給食の栄養や県の特産物 ，

郷土料理を教えていただくと共に，給食セ

ンターの方々の作業の様子や子どもたちへ

の思いについても教えていただきました。改

めて，感謝の気持ちをもち，残さず食べよう

と思ったようです。６年生にとっては，初めて  

親子で給食を食べる  

機会となり，また一つ，  

小学校の思い出がで  

きました。 

２月 

学校給食週間 

 

1 月 16 日（金）に行われた学校保健委員会で，鹿児島市の増田クリニック院長，増田

彰則先生を講師に，『メディアとのつき合い方について』の講話をしていただきました。  

スマホやゲームから発せられるブルーライトは，入眠障害  

や体内時計の遅れを引き起こし，それにより睡眠時間が  

減ることで，子どもの体の成長や学力，健康を阻害してし  

まうそうです。メディアとのつき合いには，保護者の管理の  

下で，アクセス制限や，使用時間，使う場所等のルール作  

りがとても重要であることを教えていただきました。  

子どもたちも保護者の皆さんも，真剣に話を聞いており，メディアとのつき合い方について

改めて考えるよい機会となりました。  

 

学校田の手入れ 

ありがとうございました 

学校保健委員会  『メディアとのつき合い方』 

３月 

25 日(水) 授業参観・学級ＰＴＡ 
全体ＰＴＡ・ＰＴＡ専門部会 

27 日(金) お別れ遠足 

2 日(月)～ 7 日(土) 掃除強調週間 
18 日(水) 卒業式予行 
24 日(火) 卒業式 
25 日(水) 修了式・大掃除・辞任式 

 

 

南日本新聞｢若い目｣（1月 17日） 

に掲載されました 


